
ドライバー異常時対応システムの概要

ドライバーが安全に運転できない状態に陥った場合にドライバーの異常を自動検知し又は乗員
や乗客が非常停止ボタンを押すことにより、車両を自動的に停止させる「ドライバー異常時対応
システム」の研究・開発が進められている。

現状

異常検知 自動制御

１．押しボタン方式
運転者による押しボタン
乗客による押しボタン

１．単純停止方式
徐々に減速して停止（操舵なし）

２．車線内停止方式
車線を維持しながら徐々に減速し、車線内で停止
（操舵は車線維持のみ）

３．路肩停止方式
車線を維持しながら徐々に減速し、可能な場合、路肩に寄せて停止

２．自動検知方式
システムがドライバーの姿勢、

視線、ハンドル操作を監視し、
異常を検知

ブレーキランプ点灯
ハザードランプ点滅

乗客へシステム作動を報知

周囲に異常が起きて
いることを報知

減速停止等異常検知

●運転手、乗客がボタンを押す
●システムが自動検知

自動制御

本ガイドラインの対象外、検討を継続


